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• 教員紹介
• 研究内容
• 学生紹介
• 研究業績
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コミュニケーションシステム研究室
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対象となる研究分野
• コミュニケーションスタディーズ

1. 信号通信交換: 電気通信, 量子通信

2. 身体内通信交換: 生物学, 医学, 分子通信

3. 対人間通信交換: 心理学, 言語学, 認知科学, 行動学

4. 集団間通信交換: 社会学, 教育学
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B4の年間スケジュール
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B4研究テーマ（2026年3月掲示予定）

• セマンティックコミュニケーションの研究

• セマンティックネットワークセキュリティの研究

• 量子アルゴリズムによる通信信号処理の研究

• 量子インターネットの研究
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コミュニケーションシステムの研究テーマについて
• コミュニケーションシステムの研究テーマ
データから通信信号への変換および復元を考える
通信信号パケットのアクセス手順を考える
ネットワーク上に流れる通信信号のセキュリティを考える

• コミュニケーションシステムの研究を志望する皆さんへ
1. 新たな研究領域に挑戦してほしい
2. 自分の研究に責任をもって遂行してほしい
3. 研究室のさまざまな活動に積極的に関わってほしい
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セマンティックコミュニケーションの研究
• 相手の意図を読み取り伝えるコミュニケーションの技術的な研究
深層学習を利用したナリッジベースの新たな通信パラダイム
ジャーナル論文1件，国内研究会論文5件
 P. Nkurunziza and D. Umehara, “DeepSTAS: DL-assisted Semantic 

Transmission Accuracy Enhancement Through an Attention-driven HAPS 
Relay System,” Technologies 2025, 13(4), 137, Apr. 2025.
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セマンティックネットワークセキュリティの研究

• 通信されるデータのセマンティック情報を保護
セマンティック情報を暗号化
正当ユーザ
忠実度の高いデータを復元
不正ユーザ
意味のないデータを復元
 P. Nkurunziza and D. Umehara, “Attention–

based HAPS–to–Ground Nodes Optimization 
for Differential Privacy towards Secure 
Semantic Communications,” submitted to 
Neural Computing and Applications.
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量子アルゴリズムによる通信信号処理の研究
• 量子近似最適アルゴリズム(QAOA)を通信路符号の復号に適用
 2元誤り訂正符号からq元誤り訂正符号への拡張
 Pythonベースのオープンソース量子コンピューティングSDKである

IBM Qiskit によるシミュレーションでの検証
石倉, 梅原, “QAOAを用いたBCH符号とRS符号の復号特性,” 
コミュニケーションシステム/光通信システム研究会, 2026.01.15
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量子回路シミュレータQuirkによる量子テレポーテーションの動作確認



量子インターネットの研究
• 量子情報処理機器をノードとして，
量子データをやりとりできる量子通信ネットワークの研究

• 量子インターネットの構築には量子中継器の実現が鍵となる
 Cloning定理: 量子ビットのコピーはできない

• 量子インターネットの構築をめぐる世界的な研究開発競争
中国: 人工衛星中継による1000 kmを超える量子ネットワークの構築
欧州: “Quantum Internet Alliance” プロジェクトの活動
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